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参加者中、男性 16.3%、女性 36.7%が体格指数（BMI）25 以上であり、男性
では、45–64歳、喫煙、高い身体活動、血中脂質異常、女性では、45–64歳、高
等教育以上、果物・野菜の高頻度摂取、心理的苦痛スコアの高値、血圧高値、
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